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④定款の規定に従い書面表決を認めるときは、その手続きが行われていること。

⑤理事会の要議決事項について審議され、議決が行われていること。

記録①議事録は、正確に記録され、かつ、当日の資料が添付されて保存されていること。

②議長及び議事録署名人（理事２名）は、議事録に署名又は記名押印していること。

管理

2021年度　監事監査　確認項目        

②欠員が生じていないこと。

③役員名簿が整備されていること

選任任期 ①役員の選任手続きが、定款の定めに従い行われていること。
②選任関係書類が整備されていること。

③役員の任期が明確になっていること。尚、補欠の役員の任期は、前任者の残任期間であること。

組織運営

定款 ①定款準則に準拠していること。

②定款の変更が所定の手続きを経て行われていること。

当事業年度に新たに結んだ契約に関する書類を閲覧し、契約が経理規程に定められた方法によって行われている
ことを確認しましたか。

1　契約

役員

定数現員 ①定数は、事業規模等の実績に即したものであること。

②関係行政庁の職員が法人の役員となっていることは適当でないこと。ただし、社会福祉協議会にあっては役員
の総数の５分の１までは差し支えないこと。

③実際に法人運営に参画できない者が名目的に選任されていることは適当でないこと。

④地方公共団体の長等特定の公職にある者が慣例的に理事長に就任したり、役員として参加していることは適当
でないこと。

報酬性 ①役員に報酬等が支給されている場合は、定款の定めに従い必要な事項を理事会の議決により定め支給
していること。

理事

定数 ①定数は、６名以上で確定数であること。

①各理事と親族等の特殊の関係のある者が制限数を超えて選任されてはならないこと。

④任期の切れている役員がいないこと。

⑤評議員会を設ける場合には、理事や監事の選任も評議員会において行うことが適当なこと。

適格性 ①欠格事由を有する者、成年被後見人及び被補佐人及び禁錮以上の刑に処され、その執行を終わるまで
又は執行を受けることがなくなるまでの者が選任されていることは適当でないこと。

③他の役員と親族等の特殊の関係がある者でないこと。

④当該法人に係る社会福祉施設の整備運営と密接に関連する業務を行う者であってはならない。

適格性 ②当該法人に係る社会福祉施設の整備、運営と密接に関係する業務を行うものが３分の１を超えてはな
らないこと。

③社会福祉事業について、学識経験を有する者又は地域の福祉関係者が１名以上参加していること。

④当該法人の経営する社会福祉施設の長等が１名以上参加していること。ただし、評議員会未設置の法人にあっ
ては、施設長等施設の職員である理事が理事総数の３分の１を超えてはならないこと。

代表者 ①理事長以外にも法人を代表する理事がいる場合には、その旨を定款に明記していること。また、登記
されていること。

②理事長は、各理事の意見を十分に尊重し、理事会の決定に従って法人運営及び事業経営を行っていること。

　　　１　実施日時　　令和三年五月二十六日（水）　10時～11時30分　監事：岡田斌、牧浦倫子
　　　２　実施場所　  　藤井寺美術サロン三階小会議室（藤井寺市岡2丁目11番57号）
　　　３　立会人等　　理事長　西川　治子　執行理事　西川　昌弘

　　　１　実施日時　　令和三年五月二十六日（水）　10時～11時30分　監事：岡田斌、牧浦倫子
　　　２　実施場所　  　藤井寺美術サロン三階小会議室（藤井寺市岡2丁目11番57号）
　　　３　立会人等　　理事長　西川　治子　執行理事　西川　昌弘

評議員会

 開催状況 ①開催手続きが、定款の定めに従って行われていること。

②予算のための評議員会、決算のための評議員会のほか、評議員会の議決を要する事項がある場合、その他事業
運営の実態に則し、必要に応じて評議員会が開催されていること。

審議状況①評議員会が定款に定める定足数を満たして有効に成立していること。

②議決が定款の定めに従って、有効に成立していること。

③理事会の要議決事項について審議され、議決が行われていること。

記録①議事録は、正確に記録され、かつ、当日の資料が添付されて保存されていること。

②議長及び議事録署名人（理事２名）は、議事録に署名又は記名押印していること。

 開催状況 ①開催手続きが、定款の定めに従って行われていること。

②予算のための理事会、決算のための理事会のほか、理事会の議決を要する事項がある場合、その他事業運営の
実態に則し、必要に応じて理事会が開催されていること。

審議状況①理事会が定款に定める定足数を満たして有効に成立していること。

監事

①理事、評議員及び職員又はこれらに類する他の職務を兼任していないこと。

②１人は、社会福祉法第４４条に規定する財務諸表等を監査し得る者であること。また、残りの１人は社会福祉
事業について学識経験を有する者又は地域の福祉関係者であること。

②議決が定款の定めに従って、有効に成立していること。

③理事会に出席できない理事が、その議決権を他の理事に委任していないこと。

⑤理事の業務執行の状況、法人の財産の状況特に当該法人の事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書
について十分な監査が行われていること。

⑥監査を行った場合には、監査報告書が作成され、理事会、評議員会及び所轄庁に報告し、法人において保存さ
れていること。

理事会
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「次期繰越活動収支差額」は、法人設立から現在の会計年度までの資
金収支の増減額を示す指標。「内部留保＝その他の積立金＋次期繰
越活動収支差額」。次期繰越活動収支差額とは、次年度に繰り越され

http://www2.wind.ne.jp/LOTUS/sub31302.html

同じように23年度を見ると次期繰越活動収支差額は1億175万円で、これはほぼ固
定資産に等しい。つまり現金ではない。また14年度に比べ2200万円も少なくなって
いる。これは18年度以降当期繰越活動収支差額が赤字のためである。赤字という
ことは収入以上に支出が多いことつまりは経営が下手ということである。
　以上のことから言えることは、内部留保があるということは現金がたくさん積み上
がっていることではなく、土地､建物や備品類に現金が変わっているということであ
る。

収入と支出

資産は、基本財産,運用財産,収益事業用財産,公益事業用財産に区分して記載されている。

負債は、流動負債、固定負債に区分して記載されている。

　・（固定負債）「設備資金借入金」

会計単位・経理区分と帳簿の整備状況

　定款、経理規程及び事業計画を閲覧し、本会計単位に属する全ての事業が貸借対照表、資金収支計算書及び事
業活動収支計算書に反映されていることを下記のとおり確認しましたか。
 　　　定款上の事業名　 　　　　　　　　　　　　　 　経理区分名

確認

　資金収支計算書の「予算」と「決算」を比較し、予算外の新たな義務の負担又は権利の放棄があった場合、理
事会の決議を得ていることを確認しましたか

貸借対照表の整合性

貸借対照表と事業活動収支計算書の「次期繰越活動収支差額」が一致していることを確認しましたか

「流動資産－流動負債+1年以内返済予定設備資金借入金+賞与引当金＝当期末支払資金残高」の関係が成立して
いることを確認しましたか。

対前期・予算実績比較

　貸借対照表の「前年度末」と「当年度末」を比較し、金額の大幅な増減については、責任者に質問し、合理的
な回答を得ましたか。

資金収支計算書の「予算」と「決算」を比較し、予算を超過した勘定科目、金額の大幅な増減については、責任
者に質問し、合理的な回答を得ましたか。

2　財産目録

財産目録を閲覧し、下記の事項を確認しましたか。

人件費については、給与台帳に記載されている職員が実在していることを、出勤簿の出勤状況及び源泉所得税と
社会保険料の納付状況により確認しましたか。
事務費、事業費の元帳を閲覧し、定款細則等で定められた理事長が専決できる範囲を超えている取引について
は、理事会の議事録で承認の状況、納品書、請求書等を吟味して取引の実在性を確認しましたか。
寄附金収入明細表を閲覧し、取引業者、元入所者及びその家族、職員などの関係者からの寄附については、その
合理性等を確認しましたか。

　貸借対照表の下記の残高については、残高証明書等の金額と一致することを確認しましたか。

　・（流動資産）「現金預金」のうち預金

　・（固定資産）「基本財産特定預金」

　・証券会社等に保護預けにしている：
　（流動資産）「有価証券」（固定資産）「投資有価証券」

　・（流動負債）「短期運営資金借入金」

　・（固定負債）「長期運営資金借入金」

6-1

2-1

財産目録に記載されている基本財産と、定款に記載されている基本財産が一致していることを確認しましたか。

財産目録に記載されている不動産は、すべて所有 権についての登記がなされていることを不動産登記 簿謄本で
確認しましたか。（他から借用している不動 産については、賃借権又は地上権の設定を確認すること。）

入札が行われた場合には、入札記録を閲覧し、複数の理事、監事又は評議員が立ち会っていることを 確認しま
したか。

http://www2.wind.ne.jp/LOTUS/sub31302.html
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